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ハイスコープ・カリキュラムを通して考える多様性の寛容を育む保育者の関わり
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Summary: The SDGs (Sustainable Development Goals) of the United Nations call for quality early childhood 
development, care, and preschool education, with diversity being an important component of the Early Childhood 
Education and Care (ECEC) concept. Diversity refers to the variety of diff erences in each individual. It is important 
for caregivers to provide assistance and consideration in childcare so that each child can recognize and respect the 
differences present in each individual. The purpose of this study is to explore the similarities between the High 
Scope Curriculum and the Courses of Study for Kindergarten.
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研究資料（報告）

Ⅰ．はじめに

我が国は 1990年の 1.57ショックを受け 1990年代

半ばより、低年齢児保育など、多様な保育サービスの

量的拡充を、保育所を中心に進めてきた。2000年以

降も保育の量的拡充は、保育所や幼稚園など就学前の

教育・保育にとどまらず、子どもを取りまく様々な場

所においで進められている。

国際社会では 2001 年に刊行された OECD の
Starting Strongにおいて、質の高い保育を受けること

は、その後の学校教育や生活において多くの恩恵を

受けることが示され 1)、それ以降、我が国においても

保育の質に関する研究が増加した。さらに、2019年

10月に原則三歳以上児の保育料が無償化されたこと

もあり、保育の質が今まで以上に重要視されるように

なっている 2)。

保育の質について SDGsの 4-2では、「多様性」と「包

括性」が重要な要素として示されている 3)。「包括性」

について、子どもの身体的、認知的、社会的、情緒的

発達は養護（care）と教育（education）が関連してな

される事とされている 4)。このことは、保育が ECEC 

(Early Childhood Education and Care) と記されている

事からも分かるように、養護と教育の一体化であるこ

とは周知の事実である。

一方、「多様性」は、SDGs4-2の説明において「発

達の多面性」や「子どもの多様なニーズ」とある 5)。

「多様性」は保育学用語辞典 (2019) において、「ダ

イバーシティ (Diversity)さまざまな種類のものが広

がりをもって存在する様子を表す。『多文化』とほぼ

同じ意味に使われることが多いが、『文化』という言

葉は特に国や人種を連想させるため、言語・経済格差、

宗教、地域差、ジェンダー、能力等さまざまな観点で

多文化を捉える際に使われる」6)と記されている。

Devarakonda(2020)は「多様性」を、性別、人種、

民族性、文化、社会経済的地位、居住地域、親の教

育水準、里親 /養子縁組、能力 /障がい、移民 /難民 /
亡命希望者、出身国、年齢、宗教など、異なる環境や

背景を持ち、異なるニーズや能力のことと示した 7)。

これらのことから、「多様性」は発達や、背景、環境

などにおける「 一人一人の様々な違い」と考えた。

このような「一人一人の様々な違い（以下、多様性）」

に対し、Sparks（1994）は、子どもが 2歳までに性、
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人種、障害について仲間への違いを確立しはじめ、4
～ 5歳までに人種的な事柄や障害に対して不快や拒絶

するとした 8)。つまり、子どもが他児に対して感じる

「多様性」は、他児に対する不快や拒絶、偏見に結び

つくことが懸念される。

一方、教育基本法第二条の教育の目標において、「二 
個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を

培う（下線部筆者）」ことが言われている 9)。さらに、

教育基本法を踏まえた、幼稚園教育要領（2017）の

前文には、「これからの幼稚園では，学校教育の始ま

りとして、こうした教育の目的及び目標の達成を目指

しつつ、一人一人の幼児が、将来，自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存

在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社

会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可

能な社会の創り手となることができるようにするため

の基礎を培うことが求められる（下線部筆者）」10)と

ある。

つまり、教育基本法や幼稚園教育要領の前文からも、

今後、子どもは Sparksが示したような「多様性」に

対する偏見や拒絶を乗り越える力が、必要になってく

ると言える。従って、保育者は、子どもが感じた他児

に対する「多様性」が偏見や拒絶に繋がるのではなく、

他児の価値を認め、尊重することが出来るように援助・

配慮することが求められる。

この様なことから、保育者は子どもが多様性の寛容

を育むことが出来るように、日々関わっていくことが

現在においても重要である。

一方、「多様性」はその本質的な考えは保育の中で

浸透していないという指摘もある 11)。しかし、「多様

性」の寛容を育む事柄が、幼稚園教育要領の前文に示

されていることから、幼稚園教育要領には前文以外に

も、「多様性」の寛容を育む保育者の関わりにつなが

る事項が記載されている。

そこで今回は、アメリカのハイスコープ・カリキュ

ラムの KDI (Key Developmental Indicator) を通して、

幼稚園教育要領に記載されている領域の類似点を見る

中で、保育の中で多様性の寛容を育む保育者の関わり

について考えることを目的とする。

KDIとは、子どもの発達に関する研究と、アメリ

カの国や州の早期学習基準に基づいた、ハイスコープ・

カリキュラムの教育哲学と教育実践が反映された子ど

もの発達段階における思考・推論・学習能力の主要発

達指標である 12)。

今回、ハイスコープ・カリキュラムにおける KDI

の「多様性」に注目した理由は、次の２点である。

①ハイスコープ・カリキュラムは 1962年のペリー

幼稚園のプロジェクト開始当時より人種平等の推進が

その使命の中心にあり、ハイスコープ・カリキュラム

はその始まりから現在に至るまで、人種における平

等や多様性、包括性を軸に、様々な不平等に対し公正

に取り組み続けている 13)。それ故に、ハイスコープ・

カリキュラムにおける「多様性」の寛容を育む保育者

の関わりについて考える意義があると考えた点。

②西川（2017）が、ハイスコープ・カリキュラム

の KDIにおける就学前カリキュラムのおおよその方

向性は、日本の教育要領や指針と類似していることを

述べている 14)が、西川においては幼稚園教育要領の

みの比較に留まり、その解説については検討されてい

ない点。

２．ハイスコープ・カリキュラムの概要

ハイスコープ・カリキュラムはミシガン州イプシラ

ンティーで、1962年に心理学者である David Weikart
とペリー小学校校長の Charles Eugene Beatty による

献身的な取り組みのもとで開始された、ペリー幼稚園

プロジェクトが原型になっている。Weikartはその取

り組みを基に、1970年に Piagetの発達理論を踏まえ、

ハイスコープ教育財団を設立した。

このハイスコープ教育財団が行っている保育カ

リキュラム（学びの輪：The High Scope Preschool 

Wheel of Learning）の中心には、子どもが主体とな

り遊びを通して行うアクティブラーニング (Active 

Learning)があり、それを取り巻く様に、大人と子

どもの相互作用（Adult-child interaction）、学びの

環境（Learning environment）、日々の保育（Daily 

Routine）、評価（Assessment）がある 15)。

KDIはハイスコープ・カリキュラムのアクティブ

ラーニングの中に含まれており、保育者には KDIを

用いて日々の計画や子どもの観察、環境構成、および

毎日の保育活動を評価することが求められている 16)。

この KDIには 3歳未満児を対象としたものと 3歳

児以上を対象としたものがあるが、ここでは幼稚園教

育要領の領域との類似点を探ることを目的としている

ので、3歳児以上を対象としたものについて述べる。

3歳児以上を対象とした KDIには、「A：学びへの

アプローチ（Approaches to Learning）」、「B：社会性

と情動の発達（Social and Emotional Development」）、

「C： 身 体 発 達 と 健 康（Physical Development and 
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Health」）、「D：言葉・読み書き、コミュニケーショ

ン（Language, Literacy, and Communication）」、「E：

算数（Mathematics）」、「F創造的な表現活動（Creative 

Arts）」、「G：サイエンスとテクノロジー（Science 

and Technology）」、「H：社会（Social Studies）」の８

領域 58項目があり 17)、各領域に対し 1冊ずつの保

育方策や足場架けのアイデアを含む解説書がある。

今回はこの中から、3歳児以上を対象とした KDI
の領域「H：社会」の中にある「多様性（diversity）」

の項目について見ていく。

　

３．ハイスコープ・カリキュラムに
おける「多様性」と保育者の関わり

多様性について KDIの項目の概要には「子どもた

ちが人間には多様な特性、興味、能力があることを理

解する」18)と記されている。

保育における多様性について Epstein(2012)は、保

育者が保育室の中で多様性の問題と関わることに困難

を感じていると述べ、この理由として、保育者の中に

は諦め（保育者は子どもの態度が幼児教育の場以外の

メディアや家庭の影響を強く受けている為、子どもた

ちの行いを変える力がないと考えていること）や、考

え方の押し付け（全ての人を尊重して扱うことの素晴

らしさを幼児に一方的に言葉だけで伝えようとするこ

と）があるとした 19)。

しかし、この様に、諦めたり押し付けたりする方法

では、何も解決しないし、効果がない為、子どもが多

様性を理解できるような保育者の視点として、次のこ

とを示した。

①多様性を尊重するモデル

子どもが他児に対して、平等かつ公平に関わること

を望むならば、保育者は、子どもだけではなく、親や

同僚の考えや気持ちに耳を傾け、受け入れること。ま

た、「違うこと」と「悪いこと」を同一視しないように、

大人が日常の保育室で交流しながら違いを探求するこ

と 20)。

②情緒的に安全な環境づくり

保育者は、中立的で事実に基づく言葉を使う中で子

どものモデルとなって、様々な違いの説明を行い、子

どもの情緒が安心できる環境を作ること 21)。

③ステレオタイプへの挑戦

保育者は、子どもが否定的な固定観念を表現する時

には、間違いを指摘したり、それを解決しようとした

り、子どもの質問に全て答えたりする必要がないこと。

それよりも、子ども同士でお互いの考えを伝えあう中

で自分自身の経験としてそれについて考えることがで

きるように促すこと。また、子どもは上司が保育者に

対してイライラしたり、保育者が保護者に対してそっ

けなく接したりすることを見る中でそれらの行為は大

人として認められる行為であると学ぶので、保育者は

他の大人も尊重していることを行動で子どもに示すこ

と 22)。

④批判的な比較をせずに類似点と相違点に焦点を当

てること

多様性は、類似点と相違点であるという事を考慮し、

保育者は子ども達の違いをどちらかが優れているとい

うような決めつけをせずに事実として扱うこと 23)。

⑤各保育室・活動に多様性を持たせること

多様性が日常的にどこにでもあることを子どもたち

が理解できる様に、日常の保育の中で多様性を表現す

ること 24)。

これらのことを踏まえて、保育者は「大人の足場架

け（Adult-Scaff olding）」のアプローチを取り入れな

がら、子どもと次のように関わっていく。

初期：子どもが自分の特徴を一つ発言する（髪の毛

の色や性別）姿に対して、保育者は他にも同じ特徴を

持つ子どもがいることを伝えること、など

中期：子どもが他児との共通点をあげる姿に対して、

保育者はその意見を受け止め、その他の特徴にも子ど

も自身が気付けるようにしていくこと、など

後期：子どもが他児との差異ついて述べた時には、

その違いを受け止めたうえで、保育者は子どもに共通

する部分と違う部分が人にはあることを伝える（目の

色は一緒だが髪の毛の色は違う）こと、など 25)

以上がハイスコープ・カリキュラムの KDIにおけ

る「多様性」に関する記述の概要である。

４．幼稚園教育要領の概要

幼稚園教育要領は、昭和 31（1956）年に次の事柄

を踏まえて刊行された 26)。

・幼稚園の保育内容について、小学校との一貫性を持

たせること

・幼稚園教育の目標を具体化し、指導計画の作成の上

に役だつようにすること

・幼稚園教育における指導上の留意点を明らかに示す

こと

その後、昭和 39（1964）年、平成元 (1989)年、平

成 10（1998）年、平成 20年（2008）年、平成 28（2017）
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年に子どもを取りまく状況などを踏まえて改訂が行わ

れている。

直近の平成 28年版の幼稚園教育要領の目的は、幼

児期を小学校以降の教育や生涯にわたる人格形成の基

礎を培う重要なものであるとし、幼稚園における保育

の質を全国的に確保する為、「学びの地図」としての

役割を果たすことである。

なお平成 28年版も平成元年版以降と同様に、保育

者 27)が子どもの生活を通して総合的な指導を行う際

の視点、子どもの関わる環境を構成する際の視点とし

て 5領域が記されている。このように領域は、小学校

以降の教科とは異なり、子どもの遊びを支える総合的

な事柄である。その為、ハイスコープ・カリキュラム

の KDIのように、1つの領域に絞って、子どもの多

様性の寛容を育む保育者の関わりを取り上げることは

不可能である。従って、次の項ではハイスコープ・カ

リキュラムの KDI「多様性」で示された５つの視点と、

幼稚園教育要領における 5領域の類似点について記

載する。尚、ここでは、幼稚園教育要領に基づいた各

領域に対する保育者の関わりが記載されていることか

ら、幼稚園教育要領解説を用いることとする。

５．幼稚園教育要領領域とハイスコープ・
カリキュラムKDI「多様性」の類似点

子どもの多様性の寛容を育む保育者の関わりに関す

る、幼稚園教育要領領域とハイスコープ・カリキュラ

ム KDI「多様性」に示された視点の類似点を Table１、

その概要を Table２として作成した。

  

６．ハイスコープ・カリキュラムKDI「多
様性」から見た幼稚園教育要領との類似

点に関する考察

Table２より、視点では②「情緒的に安全な環境づ

くり」、③「ステレオタイプへの挑戦」、⑤「各保育室・

活動に多様性を持たせること」が多かった。

②の理由として、子どもが心身ともに安心できる環

境で過ごすことは、「１　幼児は安定した情緒の下で

（以下、略）」28)と示されているように、我が国にお

ける幼稚園教育の基本であることがあげられる。即ち、

子どもが保育の場で十分に自己を発揮する為に、保育

者が、情緒的に安全な環境を作ることは幼児教育にお

Table １  ハイスコープ・カリキュラムで示された視点と幼稚園教育要領領域の類似点
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互に刺激し合い、様々なものや事柄に対する興味や関

心を深め，それらに関わる意欲を高めていく。それゆ

え、幼稚園生活では，幼児が友達と十分に関わって展

開する生活を大切にすることが重要である（下線部筆

いて、必要不可欠なことと言える。

次に、③は、幼稚園教育要領幼稚園教育の基本の解

説に「このように、幼児期には社会性が著しく発達し

ていく時期であり、友達との関わりの中で、幼児は相
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者）」29)とあるように、幼児教育では、子どもが同年

代の子どもとの集団生活の中で、主体的に活動を取り

組むことができるような指導が基本であることが、理

由として考えられる。

⑤は、幼稚園教育の基本の、子どもが幼稚園におけ

る生活の中で、自分の興味・関心に基づいた経験を行

う事が出来るように「幼稚園における教育は環境を通

して行うこと」30)と結びつくことが理由として推測

される。

一方、①、④と類似する領域は少なかった。この理

由として、幼稚園教育要領領域は、幼稚園教育におい

て育みたい資質・能力を生活する姿から捉えた「ねら

い」を基に、それを達成するための事項、幼児の発達

を踏まえた指導を行うにあたっての留意すべき事項に

ついて記されている為 31)、保育者同士や保育者と保

護者の関係や具体的な指導方法についての記載がない
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ことが考えられた。

これらの事より、ハイスコープ・カリキュラム

KDI「多様性」から見た幼稚園教育要領との類似点に

おいて、重複した箇所が多かった事柄は、幼稚園教育

の基本と結びついているものが多いことが分かった。

７．幼稚園教育要領領域からみたハイス
コープ・カリキュラムKDI「多様性」と

の類似点に関する考察

一方、幼稚園教育要領においては「人間関係」の領

域に関する事項が多かった。人間関係は、「他の人々

と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、

人と関わる力を養う」 領域である。一方、KDIにおけ

る Diversityは、「その知識は、園にいる人々や素材と

の相互作用の上に築かれていること」32)という内容

の Social　Studies に含まれる。従って、その内容か

らも「人間関係」と結びつくことから、領域人間関係

の内容が多かったのではないかと推測された。

一方、「素材との相互作用」と結びつくと考えられ

る領域「環境」に関する事項は、それ程多くなかっ

た。「環境」は「周囲の様々な環境に好奇心や探究心

をもって関わり、それらを生活に取り入れていこうと

する力を養う」 領域である。ここには自然、季節、動

Table ２　ハイスコープ・カリキュラムで示された視点と幼稚園教育要領領域の類似点の概要
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植物などに関わることや、数量や図形、標識や文字な

ど、素材（material）以外に関する事項も含まれてい

る為、多様性に関する記載箇所が領域人間関係に比べ

少なかったのではないかと思われた。

　

８．まとめと今後の課題
今回、これからの子どもに求められている、多様性

（一人一人の様々な違い）の寛容を育む保育者の関わ

りについての研究を始めるにあたって、ハイスコープ・

カリキュラムの KDIと、幼稚園教育要領に記載され

ている領域の類似点から考察を行った。

類似点において重複が多かったのは、幼稚園教育要

領における幼稚園教育の基本の内容と結びつく箇所で

あり、領域人間関係に多く関わる事項であった。

これらのことから、保育において子どもの多様性の

寛容を育む中での必要となってくる保育者の関わり

は、「子どもが安心・安全な場の中で」、「環境を通し

て行うこと」、「友達と十分に関わる中で学ぶようにす

ること」という幼稚園教育の根幹に結び付くと考えら

れた。

一方、本論文においては、ハイスコープ・カリキュ

ラムの KDIと幼稚園教育要領領域との類似点を探る

中から、「保育において子どもの多様性の寛容を育む

保育者の関わり」について考察したが、子どもたちの

姿についてどのように保育者が「友達と十分に関わる

中で学んでいっているのか」など、保育の場における

具体的な事柄について、一切触れられていない。

しかし、「保育者というのは、いつも子どもに触れて、

子どもと一緒に考えて、そこから知恵を与えられてい

く人間」33)とある様に、保育現場における実際の保

育者の子どものかかわりについて考え、事例を積み重

ねていく中で、より一層「保育において子どもの多様

性の寛容を育む保育者の関わり」が明確になると思わ

れる。従って、今後は、事例を積み重ねていくことが

必要となってくると言える。

また、「④批判的な比較をせずに類似点と相違点に

焦点を当てること」においては幼稚園教育要領に具体

的な記載がないため、少なかったという考察を行った

が、そもそも「保育者自身が一人一人の様々な違いに

対してどのように捉えているのか」という分析を今回

は行っていない。従って、今後、保育者自身の考えに

関する事柄も、併せて考えていく必要があると言える。
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